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当社は封筒、パンフレットなどの紙の印刷を祖業とし、洋
服のネーム印刷、包装紙印刷から派生した菓子の製造販売
と多角的に事業展開しております。
時代に合わせた事業を展開している当社は、今後の社会の
潮流を見据えた脱炭素ビジネスの展開を新たに行っており
ます。

当社は下記の取り組みを行っております。
➢ Scope1,2,3の算定とCO2排出量の把握
➢ SBT（中小企業向け検証ルート）の認定を取得
➢ 再生可能電力の導入によるScope2の排出量0の達成
➢ 印刷・ネーム工場における印刷物のカーボンフットプリ
ントの算定

再エネ証書などの活用が出来ないScope1からの排出分に関
してはJ-クレジットをオフセット利用し、実質カーボンフ
リーの達成を目指しています。

該当製品に弊社オリジナル環境価値マークを付与
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カーボンニュートラルに取り組むからには、そのことを対
外的にPRすることが、顧客にとっても社会にとっても有益
となります。
印刷事業は【情報発信】という観点から、そのお手本とな
ることが求められると考えています。
そのためにも弊社取組みを通してクレジットの制度の正し
い理解、積極的な活用を会社としてのPRし、顧客にもクレ
ジット制度の理解が波及することを願うものです。ひいて
は環境への取り組みの輪が広がっていくことを願っており
ます。

製品のCFPを明らかにし、その分のCO2をJクレジット利用
することで、製品に環境価値を付加することができました。
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